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Rainbow

今
日
の
不
安
を

明
日
の
安
心
に
。

距
離
を
と
ら
な
き
ゃ
ね
。

マ
ス
ク
つ
け
な
き
ゃ
ね
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
マ
ス
ク
だ
っ
て
。

だ
か
ら
「
ボ
ラ
マ
ス
ク
」
な
ん
だ
っ
て
。

み
ん
な
あ
り
が
と
う
。

〔写真〕
　ボランティアグループ Excellent Clan

エクセレント クラン

わたしたちは

ExcellentClanです
色々なボランティア活動を

行っています
今回、頑張って「ボラマスク」
つくりました　誰かの
役にたってくれたら

嬉しいな

エクセレント クラン
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地域福祉活動に取り組みました。地域福祉活動に取り組みました。

　

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
平

成
17
年
の
合
併
以
前
よ
り
、
地
域
福

祉
事
業
と
介
護
保
険
事
業
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
介
護
保
険
事
業
所
の

統
合
等
に
よ
り
経
営
の
見
直
し
を
行

い
、
平
成
30
年
度
に
お
い
て
介
護
保

険
事
業
所
の
縮
小
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
よ
り
地
域
福
祉
事
業

中
心
の
事
業
展
開
へ
と
転
換
し
、「
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
し
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
」
の
実
現
の
た
め
に
、
第
２

期
地
域
福
祉
計
画
及
び
第
２
期
地
域

福
祉
活
動
計
画
に
基
づ
き
、
住
民
参

加
を
基
本
と
し
た
各
種
事
業
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

地
域
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
の

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
、
地

域
課
題
の
地
域
力
に
よ
る
課
題
解
決

に
向
け
て
の
体
制
づ
く
り
で
あ
る
生

活
支
援
体
制
整
備
事
業
、
災
害
発
生

を
想
定
し
た
災
害
対
策
支
援
事
業
を

行
い
な
が
ら
、
様
々
な
福
祉
課
題
を

網
羅
し
た
福
祉
総
合
相
談
へ
の
対
応

に
も
力
を
入
れ
て
行
い
ま
し
た
。

経営基盤の
強化と事業
実施体制の
整備

１ 地域住民主
体の地域福
祉事業の推
進

２ 介護福祉
サービス事
業の適正な
経営

３ 指定管理施
設の適正な
管理・運営

４

１.経営基盤の強化と事業実施体制の整備

〇財政基盤の充実強化
〇組織機能及び各事務所の基盤強化
〇会員制度の理解と加入の促進
〇広報活動の推進

2. 地域住民主体の地域福祉事業の推進

〇ボランティアセンター整備事業

〇福祉教育支援事業
〇各種助成事業
　・自治会長会
　・高齢者生きがいづくり
　・地域交流
　・子育て支援
　・障がい者団体支援
　・母子寡婦福祉支援
〇生活支援体制整備事業
〇福祉総合相談事業
〇ふれあい・いきいきサロン事業

〇認知症カフェ事業
〇視覚障害者生活訓練事業
〇日常生活自立支援事業
〇成年後見制度の開始に向けた取り組み
〇雲仙市社会福祉協議会福祉資金貸付事業
〇生活福祉資金貸付事務、臨時特例つなぎ資金貸付事務
〇高齢者・障害者住宅整備資金貸付償還事務

事業報告事業報告

①手引講習会・ボランティア養成講座：実技
②福祉教育支援：車椅子体験
③福祉教育支援：手引き・ガイド体験
④視覚障害者生活訓練
⑤生活支援体制整備事業体制づくり勉強会
⑥手引講習会・ボランティア養成講座：座学
⑦ふれあい・いきいきサロン

①① ②② ③③

④④ ⑤⑤

⑥⑥ ⑦⑦
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雲仙市社会福祉協議会は様々な雲仙市社会福祉協議会は様々な

3. 介護福祉サービス事業の適正な経営

〇居宅介護支援事業
〇介護予防居宅介護支援事業
　・国見ケアプランセンター
〇通所介護事業、第１号通所事業
　・国見デイサービスセンター

2. 地域住民主体の地域福祉事業の推進

〇福祉用具等貸出事業
〇長崎県共同募金会雲仙市支会事務局運営
〇雲仙市戦没者慰霊奉賛会事務局運営
〇雲仙市連合遺族会事務局運営
〇日本赤十字社長崎県支部雲仙市地区事務局運営
〇各種団体等の事務支援と連携強化
〇新入学児童黄色い帽子配布事業
〇災害対策支援事業の推進

4. 指定管理施設の適正な管理・運営

〇老人福祉施設・公益施設
　・瑞穂ヘルシー会館
　・吾妻老人憩の家
　・木場ふれあいセンター
　・千々石老人福祉センター橘荘
　・小浜老人福祉センター
〇児童福祉施設
　・下峰児童館

収支決算収支決算

人件費支出 135,817,352 円5,471,500 円

5,304,089 円

74,290,000 円

34,889,716 円

614,000 円

2,710,100 円

615,840 円

50,362,270 円

298,950 円

10,672 円

金額

会費収入

科目 金額科目

事業費支出 23,030,685 円寄附金収入

事務費支出 17,350,058 円経常経費補助金収入

貸付事業支出 840,000 円受託金収入

助成金支出 2,326,295 円貸付事業収入

その他の支出 1,467,449 円事業収入

積立資産支出 22,039,000 円負担金収入

その他の活動による支出 3,763,320 円

合計（B） 206,634,159 円

当期資金収支差額（A）-（B） △17,067,368 円

前期末支払資金残高 72,384,751 円

当期末支払資金残高 55,317,383 円

介護保険事業収入

私的契約利用料収入

受取利息配当金収入

955,864 円その他の収入

2,845,810 円固定資産売却収入

11,197,980 円積立資産取崩収入

189,566,791 円合計（A）

⑧福祉用具等貸出⑨黄色い帽子配付事業⑩赤い羽根共同
募金⑪オレンジカフェくにみ⑫雲仙市戦没者追悼式⑬オ
レンジカフェくにみ講話⑭日本赤十字社救援物資⑮災害
ボランティアセンター設置訓練⑯武雄市災害ボランティ
アセンター支援

⑧⑧

⑨⑨

⑩⑩

⑪⑪

⑬⑬

⑫⑫⑭⑭⑮⑮⑯⑯

収入収入 支出支出
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気づいたらいつもここにいるんです。
そんな居場所づくり。

　「
こ
こ
に
い
る
こ
と
が
仕
事
の

休
憩
時
間
な
ん
で
す
。」
小
浜
町

在
住
、
小
浜
温
泉
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ

振
興
会
理
事
で
あ
り
、
酪
農
を
営

む
中
村
由
起
子
さ
ん
は
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
綾
部
真
弓
さ
ん
は
小
浜
町
の
地

域
の
居
場
所
と
し
て
のir〔
イ
ル
〕

を
地
域
に
提
供
さ
れ
て
お
り
、
ir

〔
イ
ル
〕
に
は
小
学
生
か
ら
高
齢

者
ま
で
様
々
な
年
代
の
方
々
が
こ

こ
に
は
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
は
み
ん
な
が
居
る
。
ひ
と
り

じ
ゃ
で
き
な
こ
と
、
心
を
射
る
み

ん
な
が
要
る
。
そ
ん
な
み
ん
な
が

入
る
場
所
。

　
株
式
会
社GROW

の
代
表
取

締
役
を
務
め
る
ご
主
人
の
綾
部
智

さ
ん
と
一
緒
に
こ
こ
で
仕
事
を
し

な
が
ら
、
集
ま
る
皆
さ
ん
と
同
じ

時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
真
弓
さ
ん
に
誘
わ
れ
て

地
域
の
方
々
が
ir
〔
イ
ル
〕
に
顔

を
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
の
地

域
課
題
と
し
て
よ
く
取
り
上
げ
ら

る
の
は
、
買
い
物
に
つ
い
て
の
問

題
。
自
動
車
運
転
免
許
証
の
返
納

か
ら
、
日
常
生
活
に
お
け
る
買
い

物
に
不
便
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
高

齢
者
が
雲
仙
市
に
も
た
く
さ
ん
お

ら
れ
ま
す
。
自
分
た
ち
に
買
い
物

支
援
が
で
き
な
い
か
と
計
画
を
さ

れ
て
い
る
小
浜
町
内
の
若
い
経
営

者
と
作
戦
会
議
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　
雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

地
域
に
助
け
合
い
と
支
え
合
い
を

広
め
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
、「
生

活
支
援
体
制
整
備
事
業
」
の
一
環

と
し
て
、
地
域
の
高
齢
者
を
対
象

に
、
日
常
生
活
に
お
け
る
買
い
物

に
関
す
る
ニ
ー
ズ
把
握
に
向
け
た

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
本
会
職
員
が
お
伺
い

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
聞
き
取
り
を

お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
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私たちはボランティアグループ
Excellent Clan です。

表紙の話。

エクセレント クラン

　
私
た
ち
の
活
動
拠
点
に
な
っ

て
お
り
ま
す
、
ir
〔
イ
ル
〕
と

い
う
仲
間
と
場
所
。
こ
こ
で
は

た
く
さ
ん
の
企
画
が
あ
り
、
一

緒
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
、
ご
依
頼
を
受
け
、
準
備

に
入
っ
て
い
る
の
は
、
ir
〔
イ

ル
〕
メ
ン
バ
ー
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
デ
ザ
イ
ン
・
製
作
で
す
。
着

心
地
重
視
で
、
体
系
カ
バ
ー
も

し
つ
つ
、
私
た
ち
の
思
い
も
こ

め
た
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
、
11

月
に
は
カ
タ
チ
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
秋
の
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
た
時
に
、
私
た

ち
の
デ
ザ
イ
ン
が
お
披
露
目
さ

れ
ま
す
。

　Excellent  Clan

と
し
て
、

学
校
・
習
い
事
と
同
じ
く
ら
い

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
‼
こ
れ

か
ら
、
仲
間
も
増
や
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
地
域
の
方
々
と
一

緒
に
「
ボ
ラ
マ
ス
ク
」
を
作
り

ま
し
た
。
最
初
は
、
生
地
を
切

る
こ
と
、
ミ
シ
ン
を
使
う
こ
と

が
難
し
か
っ
た
で
す
が
、
教
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
自
分
た

ち
で
も
「
ボ
ラ
マ
ス
ク
」
を
作

り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
地
域
の
方
々
と
一
緒
に

作
っ
た
「
ボ
ラ
マ
ス
ク
」
一
つ

一
つ
に
手
書
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
添
え
て
包
装
を
し
ま
し
た
。

　
マ
ス
ク
を
必
要
と
し
て
い
る

方
々
に
私
た
ち
の
「
ボ
ラ
マ
ス

ク
」
が
届
き
ま
す
よ
う
に
。

～ Excellent Clan ～
英語とフランス語を

織り交ぜた彼女たちのオリジナルの名称。
意味は「すてきな仲間たち」

エクセレント クラン
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500
円
か
ら
参
画
で
き
る

地
域
福
祉
活
動
が
あ
り
ま
す
。

500
円
か
ら
参
画
で
き
る

地
域
福
祉
活
動
が
あ
り
ま
す
。

社
協
会
費
へ
の
ご
協
力
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

社
協
会
費
へ
の
ご
協
力
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
本
の
社
会
福
祉
の
仕
組
み
は
、
戦
後
に
国

が
児
童
福
祉
法
や
身
体
障
害
者
福
祉
法
、
生
活

保
護
法
、
社
会
福
祉
事
業
法
と
、
法
律
を
整
備

し
、
国
の
役
割
と
責
任
を
明
確
に
し
な
が
ら
、

国
だ
け
で
は
な
く
民
間
の
社
会
福
祉
事
業
の
推

進
、
さ
ら
に
は
市
民
に
よ
る
福
祉
活
動
を
推
進

し
、
こ
の
力
を
束
ね
、
市
民
の
側
か
ら
の
自
主

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く

た
め
に
、
全
国
す
べ
て
の
市
区
町
村
に
住
民
に

よ
る
住
民
の
た
め
の
福
祉
団
体
を
創
る
こ
と
を

促
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
誕
生
し
た
の
が
、「
社
会
福
祉
協

議
会
」
で
す
。
雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
「
会

員
制
度
」
を
設
け
て
い
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
り

ま
す
。

　

今
年
度
も
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
地

域
福
祉
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
、
社
協
会
費

の
納
入
を
お
願
い
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

〔
会
費
の
種
類
〕

〇
一
般
会
費…

年
額
５
０
０
円
以
上

　

福
祉
推
進
員
（
自
治
会
長
）
さ
ん
を

　

通
じ
て
各
世
帯
へ
の
お
願
い
。

〇
賛
助
会
費…

年
額
１
，
０
０
０
円
以
上

　

個
人
に
対
し
て
の
お
願
い
。

〇
特
別
会
費…

年
額
３
，
０
０
０
円
以
上

　

団
体
等
に
対
し
て
の
お
願
い
。

ボラ
マスク

①一輪花くにみ②野々花
風館③ウェルカム社瑞穂
④ハローフレンズ⑤コロ
ニーエンタープライズ⑥
おばまの森⑦よろこびの
里⑧味彩花⑨お預りした
マスク⑩雲仙市への贈呈
式（敬称略）

市
民
活
動
と
し
て
の

「
ボ
ラ
マ
ス
ク
」

制
作
活
動

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
る
マ
ス
ク
不
足
を
受
け
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
マ
ス
ク
の

制
作
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
制
作
に
必
要

と
な
る
素
材
（
布
）
は
市
内
の
縫
製
会
社

よ
り
ご
提
供
頂
き
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
マ
ス
ク
「
ボ
ラ
マ
ス
ク
」
を
、
た
く

さ
ん
の
方
々
が
作
成
し
、
雲
仙
市
内
外
か

ら
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
。
雲
仙
市
を
離
れ
、

他
県
に
お
住
ま
い
の
方
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
「
ボ
ラ
マ
ス
ク
」
が
届
き
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
「
ボ
ラ
マ
ス
ク
」
は
、
一
部

を
雲
仙
市
へ
贈
呈
さ
せ
て
頂
き
な
が
ら
、

障
が
い
の
あ
る
方
等
、
特
に
マ
ス
ク
が
必

要
と
思
わ
れ
る
方
々
に
配
付
し
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収

束
し
た
後
は
、
今
後
の
災
害
発
生
時
を
見

据
え
て
備
蓄
し
、
避
難
所
等
で
も
活
用
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

布を提供いただいた縫製会社
〇 九州ワコール
〇 山井縫製
〇 カイタックファクトリー
〇 ベイシック　　(敬称略 )

表紙の写真

葉
書
の
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

愛
野
町
に
お
住
ま
い
の
岩
岡
英
樹

様
よ
り
、
地
域
福
祉
活
動
へ
の
活
用

の
た
め
に
、「
青
い
鳥
郵
便
葉
書
」
を

20
枚
寄
附
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
「
青
い
鳥
郵
便
葉
書
」
は
、

身
体
・
知
的
の
障
が
い
の
あ
る
方
の

福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し
て
、
日
本

郵
便
株
式
会
社
様
よ
り
贈
呈
さ
れ
て

い
ま
す
。

文
具
等
の
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

千
々
石
町
に
お
住
ま
い
の
山
下
弘
子

様
よ
り
、
地
域
福
祉
活
動
へ
の
活
用

の
た
め
に
、
事
務
用
品
等
の
文
具
を

寄
附
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
文
具
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

会
が
地
域
の
公
民
館
等
を
活
用
し
て
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
・
居
場

所
づ
く
り
と
し
て
行
っ
て
い
る
「
ふ

れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
に
お

い
て
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

①①

②②

③③

④④

⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦

⑨⑨

⑩⑩⑪⑪

⑪視覚障害者生活訓練事業の
当事者及びボランティアの方
にお渡ししました。

⑧⑧
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雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
寄
附
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
２
年
４
月
１
日
～
令
和
２
年
５
月
31
日

香
典
返
し
寄
附

　

国
見
支
所

　

▼
梅　

本　
　
　

中　

様　

南
下
原

　
　

 

故　

梅
本　

富
子　

様

　

▼
渡　

辺　

政　

晴　

様　

轟
木

　
　

 

故　

渡
辺　

春
壽　

様

　

▼
小　

田　

一　

範　

様　

高
下
第
二

　
　

 

故　

小
田　
　

茂　

様

　

▼
太　

田　

光　

晴　

様　

馬
場
第
一

　
　

 

故　

太
田
ハ
ツ
ノ　

様

　

▼
栗　

原　

秀　

市　

様　

魚
洗
川

　
　

 

故　

栗
原
ツ
ヤ
子　

様

　

▼
林　

田　

寿　

照　

様　

篠
原

　
　

 

故　

林
田　

藤
正　

様

　

▼
濱　

﨑　

智　

之　

様　

船
津
東

　
　

 

故　

濱
﨑
壽
美
枝　

様

　

▼
塚　

野　

良　

一　

様　

金
山

　
　

 

故　

塚
野　

照
子　

様

　

瑞
穂
支
所

　

▼
岸　

川　
　
　

孝　

様　

岡

　
　

 

故　

岸
川　
　

保　

様

　

▼
室　

田　

栄　

治　

様　

東

　
　

 

故　

室
田　

政
治　

様

　

吾
妻
支
所

　

▼
井　

川　

邦　

浩　

様　

河
内

　
　

 

故　

井
川　

邦
麿　

様

　

▼
木　

下　

信　

吉　

様　

三
室
四

　
　

 

故　

木
下　

信
男　

様

　

▼
前　

田　

和　

明　

様　

阿
母
崎
一

　
　

 

故　

前
田
日
出
子　

様

　

愛
野
支
所

　

▼
町　

田　

か
よ
子　

様　

有
明

　
　

 
故　

町
田　

末
義　

様

　

▼
永　

尾　

八
重
子　

様　

本
町

　
　

 

故　

永
尾　
　

學　

様

　

千
々
石
支
所

　

▼
森　
　
　

智　

子　

様　

飯
岳

　
　

 

故　

森　
　

彰
二　

様

　

▼
田　

中　

數　

一　

様　

西
中
組

　
　

 

故　

田
中
ナ
ツ
エ　

様

　

▼
奥　

野　
　
　

茂　

様　

塩
屋

　
　

 

故　

奥
野
キ
サ
キ　

様

　

▼
能　

宗　

浩　

司　

様　

犬
丸

　
　

 

故　

能
宗　

太
造　

様

　

▼
疋　

田　

恵　

子　

様　

神
ノ
下

　
　

 

故　

疋
田　
　

守　

様

　

▼
濱　

﨑　

浩　

之　

様　

下
塩
浜

　
　

 

故　

濱
﨑
ハ
ス
ヨ　

様

　
　

小
浜
支
所

　

▼
中　

村　

英　

聡　

様　

西
中

　
　

 

故　

中
村　

雷
太　

様

　

▼
入　

江　

真
紀
子　

様　

殿
川

　
　

 

故　

入
江　

光
久　

様

　

▼
田　

中　

龍　

二　

様　

西
小
浦

　
　

 

故　

田
中
シ
ズ
子　

様

　

▼
秀　

山　

裕　

史　

様　

小
地
獄

　
　

 

故　

秀
山　

幸
子　

様

　

南
串
山
支
所

　

▼
松　

山　

晄　

一　

様　

小
竹
木

　
　

 

故　

松
山　
　

博　

様

　

▼
末　

吉　

淳　

宣　

様　

樫
峰

　
　

 

故　

末
吉
ト
シ
カ　

様

　

ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
遺
族

の
ご
厚
情
に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
き
、

同
意
を
頂
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。

〔
お
詫
び
と
訂
正
〕

前
号
（
97
号
）
に
お
い
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
寄
付
者
及
び
物
故
者
の
お

名
前
に
間
違
い
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

-

誤-

　

▼
園　

田　

ト
ヨ
ノ　

様　

田
ノ
平

　
　

 

故　

園
田　

國
人　

様

-

正-

　

▼
園　

田　

チ
ヨ
ノ　

様　

田
ノ
平

　
　

 

故　

園
田　

國
人　

様

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
始
め
ま
し
た

Instagram

　

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
地

域
福
祉
活
動
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
っ

と
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
に
よ
る
広
報
を
始
め
ま
し

た
。
広
報
誌
「
に
じ
」
よ
り
タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
を
お
届
け
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
他
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
も
、
役

に
立
つ
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

地
域
の
方
よ
り
お
預
り
し

　
　
　
　

た
お
米
を
雲
仙
市
内
に
お
住

　
　
　
　

ま
い
で
、
児
童
扶
養
手
当
を

　
　
　
　

受
け
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ

　
　
　
　

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
収

　
　
　
　

入
が
減
少
し
た
方
を
対
象
に

　
　
　
　

配
付
を
行
い
ま
し
た
。
120
㎏

の
お
米
を
10
㎏
ず
つ
、
12
世
帯
の
方
に

お
渡
し
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
「
ボ
ラ
お
こ
め
」

の
配
付
に
あ
た
り
、
一
般
社
団
法
人

ひ
と
り
親
支
援
会
な
が
さ
き
～
つ
な

ぐBANK

～
様
よ
り
お
菓
子
を
提

供
頂
き
ま
し
た
の
で
、
一
緒
に

お
渡
し
し
ま
し
た
。



雲仙市社会福祉協議会 この広報誌は、皆様からの寄附金・共同募金の助成金により作成しています。

〔編集発行〕

社会福祉法人

雲仙市社会福祉協議会
〒854-0405
　長崎県雲仙市千々石町戊 762 番地
　　TEL 0957-37-2855  FAX 0957-37-2564
　　http://unzenshakyo.net/

国見支所　　TEL 0957-78-0596
瑞穂支所　　TEL 0957-77-3670　　
吾妻支所　　TEL 0957-38-3511
愛野支所　　TEL 0957-36-0071
千々石支所　TEL 0957-37-2755
小浜支所　　TEL 0957-75-0621
南串山支所　TEL 0957-88-2143

皆さんのお悩みごとを
弁護士の先生がお聞きします弁護士相談

相続・離婚・金銭トラブル等生活上の法律問題について、
弁護士が無料で相談に応じます。
ご予約が必要ですので、事前に
雲仙市社協事業企画課（37-2855）までご連絡ください。

開　催　日 開催場所 担当弁護士

１０月　７日（水） 愛野保健福祉センター 曽場尾雅宏　先生
１２月１７日（木） 小浜老人福祉センター 樋口由紀子　先生

愛野小学校

雲仙市商工会 Aｺｰﾌﾟ 千々石方面→

←諫早方面

←吾妻方面

愛野保健福祉センター

○
愛の夢未来センター

○
○

○

■

13:30 ～ 17:00
（1 枠 30 分）

千年の湯

JA西郷GS

瑞穂総合支所瑞穂町公民館

す
こ
や
か
ラ
ン
ド

ふ
れ
あ
い
広
場

←諫早方面 島原方面→

瑞穂ヘルシー会館

○

○

○

○
○

■

←諫早方面 南串山方面→
小浜総合支所

バスターミナル○
○

○

小浜消防署
■

小浜老人福祉センター

８月２６日（水） 瑞穂ヘルシー会館 曽場尾雅宏　先生

新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業で、
生活資金にお悩みの皆さまへ
新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業で、
生活資金にお悩みの皆さまへ
（1）緊急小口資金（新型コロナ）
〔貸付対象〕
　新型コロナウイルスの影響を受け、休業等により収入の減少があり、緊急かつ一時的な生計維持のため
　の貸付を必要とする世帯
〔貸付限度額〕　　10 万円　ただし、特例による場合 20 万円以内上限
〔貸付利子〕　　　無利子　〔据置期間〕　　　1年以内　〔償還期間〕　　　2年以内
〔連帯保証人〕　　不要
（2）総合支援資金（新型コロナ）
〔貸付対象〕
　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、収入の減少や失業等により生活に困窮し、日常生活の維持が
　困難となり、生活の立て直しのための継続的な相談支援と生活費が必要な世帯。
〔貸付限度額〕　　2人以上の世帯…20 万円以内、単身世帯…15 万円以内
〔貸付期間〕　　　原則として 3箇月とし、最大 12 箇月以内（延長は 3箇月ごと 3回まで）
〔貸付利子〕　　　無利子　〔据置期間〕　　　1年以内　〔償還期間〕　　　10 年以内
〔連帯保証人〕　　不要

　（1）緊急小口資金（新型コロナ）及び（2）総合支援資金（新型コロナ）、申込みに必要な書類

　　　①借入申込書　　　　　　　②本人確認ができるもの（運転免許証または健康保険証等の写し）
　　　③世帯全員の住民票謄本　　④収入減少状況に関する申立書
　　　⑤借用書　　　　　　　　　⑥通帳の写し
　　　⑦既に緊急小口資金（新型コロナ）を借り入れ、併せて総合支援資金（新型コロナ）を申請する場合
　　　　・緊急小口資金（新型コロナ）決定通知書
　　　　・②及び③は不要

[ 注意事項 ]
　上記両資金は、あくまでも貸付であり、償還（返済）の必要がありますので、計画的な申請をお願いし
　ます。なお、償還期間を過ぎて償還残額がある場合、延滞利子（3％/年）が加算されます。
　借入を希望される方は、雲仙市社会福祉協議会事業企画課（37-2855）までご相談ください。


